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        2023 度事業計画 

 

１．2023 年度事業の目的と目標 

（１）2023 年度の事業の目的 

子どもの権利・子どもの権利条約の普及を通じて、こども基本法の基本理念として掲げられた子どもの意見表明機

会の確保・子どもの意見の尊重・子どもの声の施策への反映の実現にむけた歩みを着実に進める。 

 

（２）2023 年度の事業の目標 

①行為目標（何をするかの目標） 

 ・子どもの声を聴き、子どもの声を反映させながら、子どもと共に関西ネットワークの事業を推進する。 

・市民セクターとしての役割を果たすために、子どもの声を聞き、子どもの意見表明に対して公的な行政

機関を含めたおとな社会が応答責任を果たしているか、果たそうと努めているかをモニタリングする。 

・子どもの権利を基盤とするアプローチを公教育、子どもが過ごす日常において広げていくためのアイデ

ィアを広げ、提案・発信する。 

 

②結果目標（未来の結果の目標） 

・ネットワークの事業に参加する（参加したいと思う）子どもが増える。 

・「子どもの権利 なんでやねん！すごろく」が全国に広がり、各地で実践が繰り返し行なわれている。 

・すごろくの実践を通じて、子どもの権利、子どもの権利条約を正確に知るおとなと子どもが増える。  

 

③状態目標（未来の状態の目標） 

 ・子どもが権利主体として、考え、意見表明し、選択、自己実現できる環境が子どもの身近に増える。 

・子どもの力を信じ、子どもの権利を基盤とするアプローチをしようとするおとなのネットワークが分野・

立場を超えて広がる。 

 

２．活動内容 

（１）ネットワーク会議【承認・交流を目的とする場】 

（２）運営会議【具体的に事業を進めていく場】 月 1 回程度（オンライン会議を含む） 

（３）事業  

１．『なんでやねん！すごろく』出前講座実施 

２．『なんでやねん！すごろく』の増刷・頒布 

３．子どもの権利条約全国フォーラム参加（2023 年 11 月 25.26 日 愛知県豊田市） 

４. すごろくの教材化（副読本づくり） 

５．アドボカシーとオンブズワークに関する勉強会 

６．ほか、今年度の事業目的と目標に沿った事業(すごろく頒布ツール制作を含む) 

 

（４）全般的な活動 

・ホームページ・Facebook・メーリングリストによる発信（随時） 

・広げよう!子どもの権利条約キャンペーン賛同団体 

 

３．運営体制  

共同代表：荘保 共子（NPO 法人こどもの里） 

浜田 進士（NPO 法人子どもの権利条約総合研究所関西事務所） 
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副代表 ：北野真由美（NPO 法人えんぱわめんと堺/ES） 

松田 直美（NPO 法人 KARALIN） 

二葉 智代（子どもの権利条約 関西ネットワーク 前事務局長） 

事務局長：長谷有美子（NPO 法人 CAP センター・JAPAN） 

   会  計：NPO 法人 CAP センター・JAPAN  

会計監査：山下 裕子（公益社団法人子ども情報研究センター） 

＊会計年度は 4 月～翌年 3 月末 

以 上 


